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放射線生物学の進歩と超高圧放射線の開発普及に伴って、従来の連日照射法とは別に、 Split dose 
method や大線量間駄投与法などの変則的分割照射法が用いられるようになった。殊に後者は高圧酸素
放射線治療の際にしばしば用いられる照射法であるが、大気下における解析はなお充分で、あるとは云
い難い。そこで本研究は大線量間歓周期的照射法が従来の連日照射法との比較において、腫蕩消失、
副作用などについてどのように対応するかを第一の着眼点とし、ひいては高酸素圧下照射法の正しい
線量基準とその増感性の評価に結び、つけることを最終的な狙いとしている。
〔方法ならびに成績〕
1 .臨床材料: 1966年 1 月から 1968年12月迄に大阪大学放射線科において、 850R 週 1 回あるいは
500R 週 2 回の大線量間歌周期的照射法で、取扱った47名の頭頚部原発の扇平上皮癌(舌癌、上咽頭癌、
下咽頭癌、上顎癌、喉頭癌)にみられた手術不能の54例の頚部リンパ節転移と喉頭全別後の13例の気
管入口部再発癌を対象とした。対照とした連日照射法の臨床材料は1960年から 1967年末の聞に取扱っ
た同じ疾患群の頚部リンパ節転移223例と原発巣561例を対象としたものである。これらはすべて Co-
60 と Cs-137の Y線の外部照射で治療された。
2. 判定基準:頚部腫癌を原発疾患別ならびに腫壌の大きさによって分類した。大きさについては
腫癌最大径が 3 cm を超えるものを大腫宿、 3 cm .L-:J下のものを小腫癌とした。照射効果は臨床的腫蕩完
全消失で判定した。総線量、時間配量、分割回数の様式が症例により異ったために、線量の評価には
Ellis の提唱する等価 1 回線量 (ESD) 変換式を用いた。
3. 等価 l 回線量と腫蕩消失率について:大線量間歓周期的照射法で治療された頚部腫宿は 1 ， 400
rads 以上照射された場合に腫虜消失率は著しく上昇した。連日照射法で治療された頚部リンパ節転移
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と原発巣の腫蕩消失率は1 ， 800-2 ， 400 rads の聞で高率であった。
4. 原発疾患と頚部腫蕩消失率について:連日照射法の検討から舌癌の頚部リンパ節転移の腫蕩消
失率は極めて低い。上咽頭癌の頚部リンパ節転移の腫蕩消失率は極めて高く、しかも低線量域で制御 1
されていることが判った。この両極端の感受性をもっ舌癌と上咽頭癌を除いた他の 3 疾患の頚部腫癌
についての大線量間歌周期的照射法と連日照射法による腫痕消失率はそれぞれ74% 、 57%であった。
この差を数学的に検定すると、 x 2今 4 .4であり 5%の危険率で有意の差と判定された。
5. 頚部腫癌径と腫蕩消失率について:腫蕩消失率を大線量間歓周期的照射法と連日照射法で取扱
った下咽頭癌、上顎癌、喉頭癌の症例の腫癌径についてのみみると、各疾患を平均して小腫癌は68% 、
大腫癌は53%であった D しかしこの差は有意の差とは認められなかった (0.10>P >0.05) 。
6. 生存率について:材料とされた症例が殆んどすべて予後の悪い転移症例であり、全般に生存率
の向上はみられなかったが、大線量間歌周期的照射法で治療された喉頭癌由来の頚部腫溜は他の疾患
群に比べると高い生存率を示した。
7. 大線量間歓周期的照射法の症例に出現した副作用について:この照射法においては一般に粘膜
炎などの治療過程における放射線障害が軽度で、あった。それは放射線生物学でいわれる可逆的放射線
障害の回復に寄与するのは時間因子が主であるとされていることと一致して興味ある。目立ったもの
としては放射線脊髄炎、鎖骨骨折、頚部凄孔、皮膚壊死、強度頚部腫脹がみられた。ただしこれらは
初回治療や腫療の進展などと関係があり、この方法のみによる障害とは云い難いものである。
8. 約 8 割の患者を外来通院で治療することができた。これは患者の経済的精神的負担を大きく軽
減した。
〔総括〕
大気下の大線量間歌周期的照射法で治療された舌癌、上咽頭癌、下咽頭癌、上顎癌、喉頭癌由来の
頚部転移扇平上皮癌について腫蕩消失率、生存率、副作用に関して検討した D
下咽頭癌、上顎癌、喉頭癌由来の頚部転移癌に対する大線量間歌周期的照射法との腫蕩消失率を比
べると 17%の差で前者がよい (x 2 キ 4 .4、 Pく 0.05) 。
これは患者の負担軽減とあいまって、有利な照射法であるといえる。
大気下照射におけるこの線量基準の正しい把握は、同様な分割法の用いられる高酸素圧下照射法に
おける増感性の正しい把握と治療の正しい運営にきわめて重要なものである。
論文の審査結果の要旨
多数の転移性頚部リンパ節腫を材料として、大気下照射における Dose Time-Fractionation pattern 
に従来の連日照射法とは異る様式を取入れ、しかも連日照射法のそれと比較することにより、本法の
照射効果の優秀性を数学的に有意差をもって実証した成果は臨床上全く新しい報告である。本研究は
多年問題とされて来た Time Factor さらにFractionation と Time Spacingのあり方を生物学との重大
な一接点として臨床的見地、特に治療効果と副作用の点に立って解明したことに意義がある。
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さらに将来の発展性に期待のもたれている高圧酸素放射線治療に取組む第一歩として是非必要な段
階であり、この成果は高圧酸素による増感性の正しい把握の前提に、分割様式による線量基準の正し
い評価が必要で、あることを立証したものである。
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